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はじめに
　1972 年に設立された岐阜聖徳学園大学（以
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　本学看護学部 1 年生 62 名（男性 5 名、女性
57 名）、および看護学部教員 25 名（男性 5 名、
女性 20 名）
２．実施時期










































生 8 名、教員 2 ～ 3 名）に編成し、提示され
た順路で学内のウォークラリーを行った。


























































　防災セミナーには、学生 61 名（男性 5 名、女
性 56 名）、教員 17 名（男性 3 名、女性 14 名）が
参加した。参加率は学生 98.4%、教員 68.0% で
あった。
　質問紙回収者数は、学生 61 名（男性 5 名、女
















































ら知っていたものは学生 3 名（4.9％）、教員 4
名（40.0％）、防災セミナー後に知ったものは、
学生 44 名（72.1％）、教員 6 名（60.0％）、今でも
わからないものは、学生 11 名（18.0％）、教員















































































































全”から“危険”の 5 段階評価で尋ねた。 “安全”
または“ある程度安全”と回答したものが、学
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から“意識していない”の 5 段階評価で尋ねた。 
“意識している”または“ある程度意識してい
る”と回答した学生が 23 名（37.7％）、教員 6 名
（60.0％）であった。“あまり意識していない”ま
たは“意識していない”と回答したものが、学生





















教員ともに 1 ～ 2 名であった。また、自由記述
欄に事前に取り決めた集合場所と記載したもの





































テスト配信を実施した。結果、1 年生 63 名中、
安否確認メールの登録者数 60 名（95.2％）、返
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